
●干拓の開始
江戸時代初期、人口増加に伴い水田が
不足したため、新田開発に着手
●倉安川の開削
1679年、倉田新田開発に伴い着手

●百間川の開削
1686年、岡山城下の洪水被害軽減のた
め、放水路が完成
●百間川の延長
1692年、沖新田開発(2,000ha以上)に伴
い、百間川を延長
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岡山

旭川の諸元

流域及び氾濫域の概要 旭川水系

■岡山県の中央部に位置し、下流部は人口・資産が集中する岡山市街地を貫流する河川
■河口部は干拓地で形成され、ゼロメートル地帯が広がるため、洪水・高潮等に脆弱な地形
■下流には烏城で知られる岡山城とそれに対面する中州には日本三名園の一つである岡山後楽園が位置し、社会、文化の基盤となっている

特徴と課題

地形特性

降雨特性

流域及び氾濫域の諸元

土地利用 苗代川

百間川

宇甘川

備中川

目木川

砂
川 

誕
生
寺
川

新
庄
川

旭
川 

瀬戸内海

児島湾 

湯原ダム

旭川ダム

鳴滝ダム

河平ダム

山地
水田・畑地
市街地

流域面積(集水面積) ：1,810km2

幹川流路延長 ：142km

流域内人口 ：約34万人

想定氾濫区域面積 ：164km2

想定氾濫区域内人口 ：約45万人

想定氾濫区域内資産額：約6兆4千億円

主な関係市 ：岡山市、真庭市

出典：河川現況調査 (H12)

山地
88%

市街地
2%

農地
10%

流域図

岡山県

岡山県

蒜山

しもまき

下牧

まきやま

牧山

新庄村

真庭市

鏡野町

美咲町

吉備中央町

久米南町

赤磐市
岡山市
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想定氾濫区域
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流域界
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凡 例

県境

落合盆地落合盆地

A
A’

新田開発概要図

・岡山城、岡山後楽園付近は、昔を今に伝える様々
な行事が行われる観光名所
・マスカット栽培は、明治19年(1886年)に始まり、
全国シェア9割以上を誇る特産品

・流域の土地利用は山林等が約88%、農
地が約10%、市街地が約2%
・人口・資産は下流部の岡山市、中流
部は落合盆地の真庭市に集積
・植生は上流部は常緑針葉樹林、落葉
広葉樹林が混生。中流部は落葉広葉
樹、下流部は常緑広葉樹

・下流部は江戸時代以降に干拓
された平地が広がる

・旭川本川の河床勾配は河口から落合盆地まで緩やか
・岡山平野の大部分は、地盤高が旭川の洪水時の河川水位よ
り低い
・岡山平野のゼロメートル地帯の面積は東京、大阪の約2倍、
濃尾平野に次いで2番目。人口・資産が集中しており、氾
濫時には甚大な被害が発生
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・旭川流域の降水量は上流が多く、
下流は瀬戸内式気候で少雨
・梅雨期と台風期に降雨が集中し、
上流部では降雪も多い

年総降水量の等値線
(mm)

(1971～2000)
岡山地方気象台
HP資料より作成

主な産業

1

山口県

広島県

島根県

岡山県

鳥取県

旭川水系

旭川

日本海

瀬戸内海

岡山後楽園
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下流部
1/600～1/5,500

中流部
1/500

上流部
1/200～1/400

旭川ダム

湯原ダム

分派堰

※下流部の河床勾配
・河口～東西中島地区(7K)：1/5,500
・中島～岡山後楽園(9K) ：1/2,000
・後楽園～旭川合同堰(18K)：1/600

旭川合同堰

沖新田
1692年

倉
益

1699年

倉
富

1673年

現在の倉安川

1624～31年

藤田第三区、第五区

1679年

倉田新田

1913～50年

1654年

倉
田

旭川

百間川

1663年

松崎新田

沖新田

1692年

1664年

金岡新田



平成16年8月台風16号の高潮被害

新設水門

主な洪水とこれまでの治水対策

主な洪水と治水計画

旭川水系

■治水事業は大正15年に直轄事業として着手(工事開始は昭和8年)し、昭和9年洪水、昭和20年洪水と被害を受け計画高水流量を改訂
■堤防の整備(堤防整備率：85%)や洪水調節施設を整備
■百間川築造とともに新田開発に伴う塩害防止のため河口樋門建設。現在の百間川河口水門は昭和43年3月に建設され、塩害や高潮からの防御を担う

一の荒手
を越流

一部、破壊

百
間
川

旭
川

中原地区

主な洪水・高潮被害

昭和9年9月洪水

平成10年10月洪水

岡山県土木部河川課HP

百間川(旭川放水路)整備

現在

改修前

洪水調節施設の整備

湯原ダム

旭川ダム

倉安川排水機場

内水対策
これまでの治水対策

岡山県管理 海岸堤防被災状況

堤内側

堤外側

緊急復旧完成状況

堤内側

堤外側

百間川河口水門

百間川河口水門の改築

東西中島地区周辺

岡山県管理海岸堤防被災状況

・既往最大出水
・旭川、百間川堤防が決壊し、岡山市
内でも甚大な被害

・戦後最大出水
・岡山県内で甚大な被害
・旭川ダム下流の旭川各所で浸水被害

・旭川河口部左岸0k0～1k4付近の
江並地先は、波浪による浸水
(16戸)や、百間川河口付近の岡
山県管理の海岸堤防において法
崩れが発生

・昭和29年度に湯原ダム、
旭川ダムを建設

・江戸時代(1686年)、岡山城下の洪水被害
軽減のため、17年の歳月をかけて開削
・現形は昭和50年度から工事に着手し、平
成8年度に築堤が完了
・流下能力は計画高水流量(2,000m3/s)に対
して部分的に不足

・内水対策として、
倉安川排水機場、
平井排水機場を整
備

・新田開発に伴い、塩害防止のた
め、河口樋門(1700年頃)を建設
・現水門は昭和43年3月完成
・塩害、高潮被害からの防御を担
う
・現在、2,450m3/s対応に増築中
(平成4年工実対応)

38,143戸流潰家屋、浸水家屋
60名
8,000m3/s

死者
流量

973戸床上浸水、床下浸水
3名
5,720m3/s

死者・行方不明者
流量

分派地点と中原地区

2

岡山市内の浸水状況旭川の氾濫(岡山市)

中流部の被災状況(真庭市) 岡山後楽園内の被災状況

明治25年7月洪水(台風)

死者3名,流潰家屋2,728戸,浸水家屋18,183戸

明治26年10月洪水(暴風雨)

死者120名,流潰･浸水家屋 27,315戸

大正15年 旭川直轄改修工事着手

計画高水流量：下牧 5,000m3/s
旭川3,300m3/s、百間川1,000m3/s、遊水池700m3/s

昭和9年9月洪水(室戸台風)

推定流量 8,000m3/s

死者60名,流潰家屋2,929戸,浸水家屋35,214戸

昭和9年 計画高水流量改定

計画高水流量：下牧 6,000m3/s
旭川3,500m3/s、百間川2,000m3/s、遊水池500m3/s

昭和20年9月洪水(枕崎台風)

推定流量 5,120m3/s

死者数不明,流失家屋77戸,浸水家屋2,110戸

昭和23年 流量配分の改定
旭川4,500m3/s、百間川1,000m3/s、遊水池500m3/s

昭和28年 計画高水流量改定

基本高水流量：下牧 6,000m3/s

計画高水流量：下牧 5,000m3/s
旭川3,800m3/s、百間川1,000m3/s、遊水池200m3/s

昭和36年 流量配分の改定
旭川：3,800m3/s 百間川：1,200m3/s

昭和41年3月 工事実施基本計画の策定

基本高水流量：下牧 6,000m3/s

計画高水流量：下牧 5,000m3/s
旭川：3,800m3/s 百間川：1,200m3/s

昭和47年7月(梅雨前線)

推定流量 4,720m3/s 死者・行方不明者4名

流失家屋25戸,床上浸水1,225戸,床下浸水3,084戸

平成4年 工事実施基本計画の改定

基本高水流量：下牧 8,000m3/s

計画高水流量：下牧 6,000m3/s
旭川：4,000m3/s 百間川：2,000m3/s

平成10年10月(台風10号)

推定流量 5,720m3/s 死者・行方不明者3名

床上浸水358戸,床下浸水615戸

平成16年8月(台風16号)：高潮

推定流量 760m3/s 床上浸水9戸,床下浸水7戸

実績潮位 TP.+2.84m(沖元：観測史上最高)



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

流
量
(m
3 /
s
)

8,000m3/s

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

昭
和
3
7
年

昭
和
4
0
年

昭
和
4
3
年

昭
和
4
6
年

昭
和
4
9
年

昭
和
5
2
年

昭
和
5
5
年

昭
和
5
8
年

昭
和
6
1
年

平
成
1
年

平
成
4
年

平
成
7
年

平
成
1
0
年

平
成
1
3
年

平
成
1
6
年

流
量
(
m
3
/
s
)

0

50

100

150

200

250

300

明
治
4
1
年

明
治
4
4
年

大
正
3
年

大
正
6
年

大
正
9
年

大
正
1
2
年

大
正
1
5
年

昭
和
4
年

昭
和
7
年

昭
和
1
0
年

昭
和
1
3
年

昭
和
1
6
年

昭
和
1
9
年

昭
和
2
2
年

昭
和
2
5
年

昭
和
2
8
年

昭
和
3
1
年

昭
和
3
4
年

昭
和
3
7
年

昭
和
4
0
年

昭
和
4
3
年

昭
和
4
6
年

昭
和
4
9
年

昭
和
5
2
年

昭
和
5
5
年

昭
和
5
8
年

昭
和
6
1
年

平
成
1
年

平
成
4
年

平
成
7
年

平
成
1
0
年

平
成
1
3
年

平
成
1
6
年

年

2
日
雨
量
(
m
m
)

旭川水系基本高水ピーク流量の検討

年最大流量等の経年変化

流量データによる確率からの検証

1/150対象降雨 257mm/2日 既往最大
2日雨量268.7mm
(昭和47年)

工事実施基本計画策定

下牧地点基本高水流量：8,000m3/s(1/150年)

工事実施基本計画策定

既往洪水による検証

基本高水ピーク流量の検証

工事実施基本計画(H4)の概要

257mm/2日対象降雨

6,000m3/s計画高水流量
8,000m3/s基本高水ピーク流量

1/150計画規模

下牧基準地点

■既定計画策定後に計画を変更するような大きな洪水は発生しておらず、流量
データによる確率からの検証、既往洪水からの検証より、基本高水ピーク流
量を基準地点下牧で8,000m3/sとする

・流量データによる確率から基本高水ピーク流
量を検討した結果、基準地点1/150規模の流
量は、5,500m3/s～8,200m3/sと推定

・旭川の既往最大洪水は昭和9年9月洪水と推定
・存在する時間雨量データから流出計算を行い、氾濫区域、浸水深記録により下
牧地点において7,500m3/sと推定
・下牧地点上流の氾濫を考慮すると、下牧地点の流量は8,000m3/sと推定

・各手法による検討結果を総合的に判断し、
基本高水のピーク流量は下牧で8,000m3/s
とする

・既定計画策定後に計画を変更するような洪水は発生していない

後楽園内白壁塀

三勲小学校校門

中国銀行本店前

クレド前 中国銀行本店前

← 百間川

■下牧
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3

戦後最大流量
5,720m3/s
(平成10年)

確率分布 

モデル 
凡例 

1/150 確率 

流量

(m3/s) 

Exp  6,900 

Gumbel  5,900 

SQRTET  8,200 

GEV  6,100 

LP3Rs  5,500 

Iwai  6,600 

Ishitaka  6,200 

LN3Q  6,000 

LN3PM  6,100 

 

5,500 8,200

8,000

年最大2日雨量

旭川

後楽園内白壁塀

三勲小学校校門

NTTクレド前

昭和9年9月洪水浸水位 6.13m

浸水深 1.60m

地盤高 4.53m

昭和9年9月洪水浸水位 4.61m

浸水深 1.34m

地盤高 3.27m

昭和9年9月洪水浸水位 7.84m

浸水深 1.98m

地盤高 5.86m

昭和9年9月洪水浸水位 5.06m

浸水深 1.04m

地盤高 4.02m

岡山後楽園

岡山城

凡 例
現存する標識
失われた標識

年最大流量

8,000m3/s

現行計画
基本高水ピーク流量

8,200m3/s

5,500m3/s

流量ﾃﾞｰﾀによる確率
昭和37年～平成16年

既往最大洪水
昭和9年9月洪水



岡山後楽園
岡山城
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治水対策の考え方① 旭川水系

■基準地点下牧において河道として確保できる流量は、百間川(旭川放水路)分派後の旭川本川において確保できる流量4,000m3/sと百間川において確保で
きる流量2,000m3/sを合わせた6,000m3/s
■百間川において洪水を適切に分派させるとともに、河道の対応で不足する流量については既設ダムの有効活用により対応

15K
15K

16K
16K

中州の樹木群(岡山市中原付近)

【旭川：百間川分派前】
・大規模な引堤は社会的影響が大きく、
基本的に現状河道内の掘削
・河道内樹木群は、河川環境に配慮しな
がら計画的伐開等の適切な管理を実施

治水対策の考え方

•下流部は岡山市街地を流下しており、沿川に人口・資産が集中しているため、家屋等の移転を伴う引堤は困難
•平水位以上の河道掘削、および河道内樹木群の計画的な伐開により流下能力を確保
•旭川の百間川分派後は、岡山城・岡山後楽園付近では河道で確保できる流量は4,000m3/s
•百間川は高水敷の施設整備の経緯や施設利用の状況から、河道掘削により河道で確保できる流量は2,000m3/s
•分派点における百間川への適正な分派のため分派点の改修が必要
•河道の対応で不足する流量については、既設ダム(湯原ダム、旭川ダム)の有効活用により対応

計画流量配分図
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現況流下能力 ・堤防は概成
・百間川分派前は大きく流下能力が不足

旭川

百間川

百間川分派点

百間川分派点百間川河口水門
二の荒手

河口水門の堰上げ影響

河積不足

・流下能力不足箇
所が一部分あり
・河口水門の増築
が必要

岡山後楽園付近

旭川合同堰

4,000m3/sのネック地点
(岡山後楽園：引堤による影響大)

河積不足

・分派前はほぼ全区間で河道整備
・分派後は概成

流下能力確保

【旭川：百間川分派後】
・大規模な引堤は社会的影響が大きい
・堤防高不足箇所について嵩上げを行う

整備内容と箇所

既設ダムの有効活用

・既設の湯原ダム、旭川ダムの有効活用により、
洪水調節容量を確保

湯原ダム 旭川ダム

【旭川】
・嵩上げ
・河道掘削
・樹木伐開
・高潮対策
・浸透対策工

【百間川】
・分派点の改修
・嵩上げ
・河道掘削
・樹木伐開
・河口水門
・浸透対策工
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平水位以上の河道掘削

流下能力不足の要因
となる樹木は、部分
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岡山後楽園

旭川本川後楽園派川

岡山後楽園の掘削

両岸は岡山市街地

社会的影響が大きく、改修困難

分派点の改修

・河口水門の流下
能力不足
・分派点の河積不
足

施設利用

12K 12K

12.2K

野球場付近

【百間川】
・百間川整備時の施設整備の経緯や施設利用の状況を踏まえた
河道掘削
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12K200 付近

施設利用のある河川敷を保全

平水位以上の河道掘削

15.8K



百間川河口水門

旭川下流部の地盤高
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   ：昭和 51 年 9 月浸水範囲

平井排水機場 

倉安川排水機場 

庄内川排水機場 

大原排水機場 

百
間
川

治水対策の考え方② 旭川水系

■百間川(旭川放水路)へ適切な分派をするために分派点の改修や、安全に流下させるための河口水門の増築を実施
■下流部は干拓によりできた人口・資産が集中する岡山市街地があり、低平地特有の高潮対策や内水対策を実施

地震対策推進地域

河川防災ステーション整備

今在家河川防災ステーションイメージ図

内水対策

倉安川排水機場

資料：岡山県総務部危機管理課HP

津波浸水予測図

高潮対策
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凡  例 

     ：5m～ 

     ：2m～5m

     ：1m～2m

     ：0m～1m

     ：0m 以下

     :朔望平均満潮位(T.P+1.32m)以下の区域

・旭川下流部は、朔望平均満潮位以
下の区域が広く存在するため、高
潮被害が発生しやすい
・旭川本川は河口から2km区間で高
潮堤防を設置

・旭川流域では、岡山市が「東南海・南海地
震防災対策推進地域」に指定

・干拓と埋め立てで造成した地域は、軟弱な
地盤であるとともに、地下の地盤構造に
より、地震の際には揺れを増幅して家屋
等建造物に大きな影響を与える。また、
液状化の可能性あり

・旭川本川感潮区間(約8km)に耐震矢板を設
置

5ドレーン工法

強化前の浸潤面

ドレーン工

堤脚水路
強化後の浸潤面

・旭川・百間川の堤防は、全域にわたり浸透
破壊に対する安全度が不足しているため、
浸透対策工などによる堤防の強化を実施

百間川河口水門の増築

・百間川河口水門は昭和43年3月に当
時の計画高水流量（1,200m3/s)に対
応する構造として完成
・現在の計画高水流量（2,450m3/s）
に対応する新たな水門を増築する事
業を実施中

・現在の水門は建設から40年近くを経
過しており、老朽化への対応も必要

堤防の質的整備

百間川分派点の改修

・現構造は計画分派量(2,000ｍ3/s)を適切に
分派できない
・適切な分派を行うため、分派堰である一の
荒手周辺の改修を実施
・分派点は固定堰等により流れが複雑なため、
模型実験等による分派構造の検討が必要

昭和51年9月浸水範囲

新規水門

現状の1,200m3/s対
応水門から計画分派
量である2,000m3/s
対応に増築

14K

旭川

中島竹田橋

二の荒手

三挺樋堰

六挺樋堰

明星堰

中原橋

清水堰

背割堤

百間川分派地点

13.5

k

13.7
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一の荒手

百間川

旭川

中島竹田橋

二の荒手三挺樋堰

六挺樋堰

明星堰

中原橋

清水堰

背割堤

百間川分派地点

13.5K

13.7K

一の荒手

百間川

12K

12K

13K
13K

14K

分派地点航空写真

・下流部では支川排水のため、倉安川の百間川側や
旭川側に排水機場を整備して、内水被害を防止

一の荒手

二の荒手
百間川

中島竹田橋

13K0

13K0
旭川

13K6

13K6

分派地点(平成10年洪水時) ※K標は百間川K標

・旭川と百間川の分派部周辺が破堤した場合、低平
地に広がる市街地の大部分が浸水し甚大な被害と
なるため、水防倉庫、備蓄倉庫やヘリポートなど
の災害対策の拠点の確保が必要。水防活動拠点、
避難場所、緊急用資材備蓄施設となる河川防災ス
テーションを整備

・迅速な救助や救援物資を輸送するため、堤防や高
規格道路等と広域防災拠点等を結ぶネットワーク
を検討
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自然環境 旭川水系

■上流部：豊かな自然(大山隠岐国立公園・湯原奥津県立自然公園) 渓流にはオオサンショウウオ、カジカガエルが生息
■中流部：豊かな自然(吉備清流県立自然公園)。瀬と淵が交互に現れ礫底の瀬には、アユの産卵場がある
■下流部：河口部のヨシ原のヨドシロヘリハンミョウなど貴重な生物が生息、河道の樹林化が見られる
■百間川：低水路内や水際にはヒシモドキ、オニバスなど貴重な動植物が生育

おたみ

乙多美の瀬(アユ産卵場)

下流部（河口～旭川合同堰）

ヨドシロヘリハンミョウ

上流部（新庄川合流点～源流）

百間川

カジカエル

アユモドキ

オオサンショウウオ

ケレップ水制

流域図

【現状】
・下流域は岡山平野を流下、河口部には干拓地
・ケレップ水制周辺にはヨシ原や干潟、ヨシ原には昆
虫類のヨドシロヘリハンミョウ、鳥類のオオヨシキ
リが生息
・水際部にはオヤニラミが生息
・礫底の瀬はアユが産卵場として利用
・河道の樹林化が進行

【対応】
・河口の干潟、ヨシ原、水際植生を保全
・アユの産卵場を保全
・河川環境とのバランスに配慮しつつ、樹木の計画的な伐開を
行い、礫河原の再生により樹林化を抑制

磯河原再生イメージ

施工前

施工後

河川の区分と自然環境

下
流
部

中
流
部

上
流
部

百間川

旭川

中流部（旭川合同堰～新庄川合流点）

アユ

【現状】
・谷底平野を蛇行しながら流下
・瀬と淵が交互に形成
・礫底の瀬はアユが産卵場として利用
・優れた景観や環境を有する自然公園

【対応】
・瀬や淵の保全
・アユ等の産卵場を保全

真庭市落合

蛇行する河川

【課題】
・豊かな河川環境・景観の保全
・アユ等の生息環境の保全

【現状】
・中国山地の山あいを蛇行しながら流下
・優れた景観や環境を有する自然公園
・カジカガエル,オオサンショウウオ,ヤマセミ等が生息

【対応】
・魚類の生息環境の保全
・オオサンショウウオが生息できる良好な水域環境を保全

【課題】
・豊かな河川環境・景観、渓流環境の保全
・渓流に生息する生物、生息環境の保全

【現状】
・河口水門で締切られており、
河口付近に広大な湛水域が形
成。河川は緩流
・支川にアユモドキが生息
・水際、低水路内にヒシモドキ、
オニバス、カワヂシャなどの
水生植物が生育

【対応】
・水生植物の生育地となっている水際
部やワンドを保全
・アユモドキの生息環境の保全

【課題】
・緩流、水際に生息する生物、生息環
境の保全

【課題】
・貴重な生物をはじめとする生物生息環境の保全
・河道の樹林化の抑制

源流部の蒜山高原

中流部の河川景観

旭川と百間川の河口部

下流部市街地の岡山城

オニバス
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オオヨシキリ
オヤニラミ

ヤマセミ

オニバス

 

ヒシモドキ

区分 上流部 中流部 下流部 百間川

区間 新庄川合流点～源流 旭川合同堰～新庄川合流点 河口～旭川合同堰 河口～旭川分流点

地形 山地 山地・盆地 平野 平野

特性 瀬・淵 瀬・淵 湛水域・瀬・淵 湛水域・緩流域

河床材料 岩・砂礫 砂礫 砂礫・泥質 砂礫・泥質

勾配 1/400～1/200 1/500 1/5,500～1/600 1/4000～1/1000

植物相
スギ・ヒノキ等の人工林
ミズナラ・コナラ等の広
葉樹

スギ・ヒノキ等の人工林,
アカマツ,コナラ等の天然林

ヨシ原等 ヨシ原，ヒシモド
キ，タコノアシ，オ
ニバス等

動物相

アマゴ,ムカシトンボ,カジ
カガエル,ゲンジボタル,ヤ
マセミ、キセキレイ,オオ
サンショウウオ等

アユ,サツキマス,ナマズ，
コイ,カイツブリ,カルガモ,
カジカガエル,トノサマガエ
ル等

アオサギ,イソシギ,ミサ
ゴ,カワウ,ユリカモメ,オ
オヨシキリ,オヤニラミ,
ヨドジロヘリハンミョ
ウ等

フナ類，タナゴ類,
スジシマドジョウ小
型種山陽型，メダカ,
ギンブナ等

乙多美の瀬
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旭川(上流部)：野田橋(AA類型)
旭川(中上流部)：落合橋(A類型)
旭川(下流部)：乙井手堰(A類型)
百間川：清内橋(C類型)坂根堰 

鴨越堰 

旭川ダム 
川口■ 

■矢原 

三野■ 

■牟佐 

■山浦 

鴨越■ 

大内■ 

■旭東 

紙工■ 

金川■ 

旭川 
百間川 

吉井川 

笹ヶ瀬川 

倉敷川 

旭川 

宇甘川 

児島湾 

旭 川： 
吉井川： 
地下水： 
他水系： 
浄水場： ■ 

水利用・水質・空間利用 旭川水系

■旭川の表流水は、大部分(77%)が岡山平野の農業用水に利用されている
■旭川下流部には、岡山城や日本三名園の一つである岡山後楽園等が存在し、河川空間は地域の憩いの場となっている
■現況水質(BOD75%値)は、最上流地点を除き環境基準を満足

下流域

カヌー
(クラレ取水堰付近
水辺広場)

桜カーニバル
(後楽園周辺)

岡山市の水道

百間川

宇甘川

備中川

目木川

新
庄
川

旭
川

湯原ダム

旭川ダム

合同堰

清内橋

向見尾橋

野田橋

瀬戸橋

大曽根堰

鹿瀬橋

八幡橋

箕地橋

常盤橋

高浜橋

江与味橋

垂水橋

大上橋

目木橋

桜橋
新橋

乙井手堰

落合橋

大久奈橋

鳴滝ダム

河平ダム

瀬戸内海

児島湾

凡 例

：環境基準点

：水質測定点

：河川ＡＡ類型

：河川Ａ類型

：河川Ｂ類型

：河川Ｃ類型

凡 例

：環境基準点

：水質測定点

：河川ＡＡ類型

：河川Ａ類型

：河川Ｂ類型

：河川Ｃ類型

凡 例

：環境基準点

：水質測定点

：河川ＡＡ類型

：河川Ａ類型

：河川Ｂ類型

：河川Ｃ類型

水質類型指定状況

上
流
域

中
流
域

下
流
域

水 質水 利 用 空間利用

旭川下流のかんがい区域

岡山市の水源別給水範囲

・旭川の水利用の大部分が農
業用水

・岡山市水道用水の水源は半分以上が旭川

・日本三名園の一つである岡山後楽園は代表的な河川景観
・河川敷に多くの親水施設が整備され、自然散策やカヌーの場等と
して利用

・現況水質(BOD75%値)は、最上流地点を
除き環境基準を満足

岡山城と岡山後楽園

旭川水系水質の経年変化状況

C類型環境基準値：5mg/l

A類型環境基準値：2mg/l

旭川ダム周辺上流域

ダム湖畔の桜並木（旭川ダム）湯原ダム下流(湯原温泉街)

・湯原ダム下流の旭川河川敷には、湯
原温泉が噴出し、露天風呂には多く
の観光客が訪れる

・旭川湖畔の桜並木は、「桜のトンネ
ル」とよばれ、地域のシンボル

百間川

百間川フェスティバル

・百間川の河川敷は緑地公園化され、多
くの地域住民が利用

水利用割合

7

旭川

百間川

中流部

・高瀬舟発着場跡は親水性が高く、
観光名所ともなっている

高瀬舟発着場跡

旭 川

地下水

吉井川 208,500m3/日
(57%)66,200m3/日

(18%)

89,400m3/日
(24%)

他水系からの受水
4,400m3/日(1%)

岡山市水道用水の

水源割合

AA類型環境基準値：1mg/l

水道用水

工業用水

農業用水

雑用水

18.447m3/s
(77%)

3.135m3/s
(13%)

2.401m3/s
(10%)

0.09m3/s
(0.4%)
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流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定 旭川水系

■広域的かつ合理的な水利用の促進を図るなど、今後とも関係機関と連携し必要な流量の確保に努める
■牧山地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、かんがい期（6月10日～9月30日）は概ね26m3/s、非かんがい期（10月1日～6月9
日）は概ね13m3/sとし、以て流水の適正な管理、円滑な水利使用、河川環境の保全等に資するものとする

基準地点は、以下の点を勘案し、牧山地点とする

利水の歴史的経緯 ①動植物の生息地・生育地の状況

【新鶴見橋上流】：必要流量 1.10m3/s ・サツキマスの移動に必要な流量

・江戸時代の人口増加に伴う水田不足
・旭川両岸の農地拡大と干拓による岡山平野南部の新
田開発
・農地拡大に伴う農業用水の需要の増大
・左右岸に5カ所の取水堰が設けられ水争い

旭川合同堰の完成

正常流量の検討

・昭和9年9月洪水では取水堰の施設が被害
・安定的な取水の確保を目的とした合同堰による効
率化計画
・昭和28年に県営旭川合同用水改良事業により現在
の旭川合同堰が完成
・旭川合同堰の農業用水取水量は、牧山地点下流の
農業用水取水量の88％を占める

旭川合同堰

（右岸）
管掛用水

管掛堰、清水堰、
明星堰、三挺樋堰

中井手井堰

（左岸）
上道郡祇園用水 旭川合同堰

②景観の決定地点

【鶴見橋上流（後楽園）】：必要流量1.05m3/s

・流量規模（５ケース）の異なるフォトモンタージュを作成(以下に３ケース抜粋)
・アンケートを実施し、50%以上の人が満足する流量

流量：最小

流量：中程度

正常流量の設定［かんがい期（6/10～9/30）］

牧山地点の
正常流量
概ね26m3/s

維持流量
1.10m3/s

水利流量
23.29m3/s＋＝

還元・分派量
1.55m3/s＋

動植物の保護等

※牧山地点における昭和40年～平成17年までの41年間の4/41渇水流量は約10.81m3/s

農業用水の需要の増大

・都市化の進展に伴う水道用水の不足が顕在化
・昭和29年度完成の旭川ダムについて、水道用水や百
間川への維持流量を確保するため、牧山地点でかん
がい期で概ね24m3/s、非かんがい期で概ね12m3/s
を確保する計画として、昭和58年度に再開発（取水
塔や放流設備の設置等）
・平成4年の工事実施基本計画改定にあたり、牧山地点
でかんがい期で概ね26m3/s、非かんがい期で概ね
13m3/sとして正常流量を設定

都市化の進展と水道用水の需要の増大

正常流量の基準地点

・旭川合同用水等の大規模取水の直上流に位置し、流
量の管理・監視が行いやすい地点

・昭和40年から流量観測が行われており、流量資料の

蓄積がある

新鶴見橋上流

維持流量 正常流量 動植物 景観 水質

中井手堰下流

基準地点
牧山

②鶴見橋上流(後楽園)

乙多美の瀬

①新鶴見橋上流

動植物

景 観

水 質
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② ①

流量：最大
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百間川河口水門
砂川合流点

総合的な土砂管理 旭川水系

河床変動の経年変化

河口部の経年変化

・旭川、百間川の河口周辺では、砂州の発生はみ
られず、河口閉塞は発生していない

■旭川・百間川ともに全川にわたって、河床変動量は小さく安定傾向
■湯原ダムの堆積量は計画以上であり、今後の堆砂状況に応じて適切に対応、旭川ダムの堆積量は近年概ね計画どおり
■旭川の河口周辺の河道は、河口閉塞など発生していない

旭川の平均河床変動量

S43～S53 

S53～H7 

H7～H16 

・全川にわたって、特に近年の河床変動量は小さく安定傾向縦断的変化

横断的変化

旭川 ：百間川分派後（4k400）

旭川：百間川分派前（15k600）

平成13年
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百間川河口水門

S54.10洪水、S55.8洪水、H7.7洪水等により変動

H10.10洪水、河道改修(捨石工設置)等により変動

川幅（ｍ）

川幅（ｍ）

百間川（10k200）

川幅（ｍ）

百間川分派点

・全川にわたって安定傾向
・旭川の百間川分派前は澪筋の固定化
が進み樹林化が進行していることか
ら礫河原再生を実施中

ダムの堆砂状況

・計画堆砂量の約69%堆積
・昭和40年後半から昭和60年頃の堆砂の影
響で堆砂が計画を上回っており、今後の
堆砂状況により対応が必要

・計画堆砂量の約53%堆積
・堆砂傾向は近年概ね計画どおり
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2K000

0K000

1K000

旭川
埋立実施区域

昭和22年
百間川

9

S50～H8の河道改修(河床掘削等)により変動

百間川分派点

河床材料

・旭川については全川的に河床材料の
代表粒径の変化は見受けられない

旭川（0k000）

川幅（ｍ）

昭和53年度以降、概ね河床安定

昭和53年度以降、概ね河床安定

昭和62年度以降、概ね河床安定

S47.7洪水等により洗掘 S47.7洪水等により洗掘
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